
2025年9月1日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。

当資料は、アモーヴァ・アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を
与えるものではありません。なお、掲載されている見解および図表等は当資料作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。投資信託
は、値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご覧ください。

6月 予定

1日（月） ■ 米国、5月のISM製造業景況指数

3日（水） ● 米国、ベージュブック（米地区連銀経済報告）、■ 米国、5月のISM非製造業景況指数

5日（金） ■ 米国、5月の雇用統計

10日（水） ● ユーロ圏、ECB理事会（～11日）、■ 米国、5月の消費者物価指数

11日（木） ■ 米国、5月の生産者物価指数

15日（月） ● 日本、金融政策決定会合（～16日）、■ G7（主要7ヵ国）サミット（～17日、フランス・エビアン）

16日（火） ● 米国、FOMC（～17日）、■ 中国、5月の小売売上高、鉱工業生産指数

17日（水） ■ 米国、5月の小売売上高

18日（木） ● 英国、金融政策委員会

19日（金） ■ 日本、5月の消費者物価指数

25日（木） ■ 米国、5月のPCE（個人消費支出）物価指数

30日（火） ■ 中国、6月の製造業・非製造業PMI

6月の金融政策、政治・経済イベント

5月の世界株式は、月初は、米国・イラン間の停戦に向

けた交渉の進展期待が高まったことを受けて原油価

格が下落し、投資家心理が改善したことから、日米の

主要指数が高値を更新するなど、上昇傾向となりまし

た。中旬には、中東情勢の先行き不透明感が強まるな

かで原油価格が上昇し、インフレ再燃が意識されたこ

とから、金融引き締めが長期化するとの見方が広がり

ました。これを受けて、半導体関連などのハイテク株が

売られたほか、欧州では、英国の政局不安も不透明感

を強める材料となり、株式相場は調整しました。しかし、

下旬には再び停戦交渉進展への期待が広がったこと

から原油価格が落ち着き、金利上昇圧力が一服したこ

とに加え、AI（人工知能）や半導体関連企業の好調な決

算などを背景に株式相場は持ち直し、日米欧の主要株

価指数は高値圏で推移しました。

市場の注目は再び中東情勢に集まる

日米の企業決算が一巡しつつあるなか、市場の注目は

再び中東情勢に集まっています。特に、原油価格の動

向を通じたインフレ見通しの変化と、それに対する各

国・地域の中央銀行の政策対応が主要な論点となって

います。イランとの交渉に関し、トランプ米大統領は

「順調に進んでいる」と主張しているものの、停戦合意

案を巡っては不透明感が残っており、合意に至るかは

なお予断を許さない状況です。

各国・地域で金融政策決定会合が実施される

ユーロ圏では、10～11日にECB（欧州中央銀行）理事会

が開かれます。政策金利は7会合連続で据え置かれて

いますが、中東情勢を背景としたエネルギー価格の高

騰から、足元での物価上昇率が目標の2%を大きく上

回る水準にあるなど、インフレ上振れリスクが高まって

おり、市場では利上げの可能性が意識されています。

日本では、15～16日に日銀の金融政策決定会合が開

かれます。26年1月以降、政策金利（無担保コール翌日物

金利の誘導目標）は据え置かれたものの、国内で加速す

る物価上昇に対して利上げが後手に回る、いわゆる

「ビハインド・ザ・カーブ」への懸念から、早期利上げが

見込まれます。また、今回の会合では、一年前に決めた

国債買入計画の中間評価や、今後の買入計画に関す

る議論が行なわれます。市場では、27年4月以降の買

入減額ペースの減速、もしくは一時停止も見込まれる

なか、市場安定に対する日銀のスタンスにも注目が集

まります。

米国では、16～17日にFOMC（連邦公開市場委員会）が

開催されます。 5月に就任したウォーシュ新議長体制

下での初めての会合となります。市場では年内の利上

げ観測が強まっているものの、今回の会合では政策金

利は据え置かれると予想されています。なお、同氏が

FRB（連邦準備制度理事会）改革の一つとして、情報発

信のあり方を見直す意向を示していることなどから、

今後の運営方針なども注目されます。

信頼できると判断した情報をもとにアモーヴァ・アセットマネジメントが作成
※スケジュールは予告なしに変更される可能性があります。

6月の注目される金融政策および政治・経済イベント

●金融政策関連

■政治・経済関連

●上記は過去のものおよび予定であり、将来を約束するものではありません。
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